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COVID-19パンデミック禍での
薬剤管理指導業務 と 感染への恐れ

についての振り返り

演題発表に関連し、発表者らに開示すべきCOI関係にある企業などはありません。



目的

COVID-19パンデミック禍において、保険薬局やドラッグストアにて

薬剤管理指導業務の変化

薬剤師が感染への恐れを感じた事象

について振り返り、

今後、新たな感染症のパンデミック禍での対策として

いかなる対応が準備できるかの検討を行った。



方法

対象：勤務している全国の保険薬剤師438人

調査方法：自記式調査票によるWeb調査

調査時期：COVID-19パンデミック禍2021年度

（2021年9月～2022年1月）

調査項目：

(1) 薬剤管理指導業務が増えたか、

また、服薬指導の形態変更があったか

(2) 薬剤師が感染への恐れを感じた時はどのような時か



対象者の背景結果

(n= 438)

mean±SD、n (%)

年齢 （歳） 40.9±10.8
性別 男 249 (56.8)
薬剤師人数/事業所 （人） 8.3±8.4
勤続年数 （年） 6.4±7.0
職位 一般（職位無し） 255 (58.2)



COVID-19パンデミック禍での
薬剤管理指導業務量の変化

結果

(n= 438)
内、該当者351人減少, 

10.5%

増加, 
27.6%変化無, 

61.8%



有り, 
70.1%

無し, 
29.9%

COVID-19パンデミック禍での
服薬指導の形態変更
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COVID-19パンデミック禍での
薬剤師が感染への恐れを感じた有無

(n= 438)

有り, 
88.4%

無し, 
12.3%

結果



COVID-19パンデミック禍での
薬剤師が感染への恐れを感じた事 (n= 438)

患者や
顧客が
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顧客が解熱剤を購入、処方に解熱…

患者や顧客に薬の説明などで接す…

感染した患者（疑い含む）への服薬…

大声で話す

熱っぽそうな

咳き込む

マスクをしない

%

感染した患者（疑い含む）への服薬指導
患者や顧客に薬の説明などで接する時

顧客が解熱剤購入時、
患者の処方に解熱剤処方時

結果



考察(1)

COVID-19パンデミック禍での

(1) 薬剤管理指導業務が増えたか、服薬指導の形態変更があったか

薬剤管理指導業務量については約2/3が変化無しと回答していたが、

服薬指導の形態変更は70％と多かった。

0410通知での対応を 約2/3の薬剤師が活用していたが、

従来のオンライン服薬指導は約1割であった。

0410通知での対応: COVID-19拡大防止等のため薬剤師が、患者、服薬状況等
に関する情報を得た上で、電話や情報通信機器を用いて服薬指導等を行うことを
可能とする措置



考察(2)

COVID-19パンデミック禍での

(2) 薬剤師が感染への恐れを感じた時はどのような時か

多くの薬剤師が感染への恐れを感じており、

患者や顧客の状況や 疑いを含めた感染者への対応時が多かった。

今後、新たな感染症のパンデミック禍での対策を含めてオンライン

服薬指導は恒久化していくことになるが、

その対応や実用性、実効性は、医療安全等の観点を踏まえ、いかに

取り組んでいけばよいかの試行錯誤を継続する必要があると考える。


